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2 28 3 6月 日に議場で倒れられた山田市長。 月

日、公務中に再び倒れられ、 月 日にご逝去な3 10
されました。ここに謹んで哀悼の意を表します。

年の 回目の選挙から一貫して山田市長を2014 1
支持し、支えてきました。 期 年の実績が市民2 8
から認められ、無投票当選した直後だけに、本当

に残念です。本人が一番無念でしょうが、山田市

長の思いを少しでも市の施策にしていくことが一

番の弔いになると考えています。

3 27後任の市長候補者が見つからない現状（ 月

日現在）を考えると、改めてその存在の大きさを

痛感します。新し

い市長には山田市

政の継承を求めて

いきます。

２０２３年３月議会報告

軍備増強・増税路線を走る岸田政権。

到底許せません。雪の中、街宣を行いま

した。 月 日、金沢駅前にて2 14

（質問）拠点施設が必要では。

→（観光文化スポーツ部長）市や国、県の

所管するジオパークに関連した施設を拠点

施設としている。特に、白山恐竜パーク白

峰は白山手取川ジオパークの世界的価値を

伝える、より重要な拠点施設として施設の

在り方の検討を進めていきたい。

（質問）松任地域での認知度をあげるため

に、松任駅南口広場に恐竜の模型を設置す

るなど、整備をしては。

→（観光文化スポーツ部長）松任駅には、

鉄道の玄関口と捉え、歓迎看板の設置やエ

リアマップなどの整備を行い、世界認定審

査においても一定の評価が得られた。現時

点において新たな整備の検討は行っていな

い。一方で、松任駅南口広場には、現在霊

峰白山と手取川を象徴的に表現した石のモ

ニュメントが設置されている。まさに、白

山手取川ジオパークのシンボルとなるもの

であり、今後の発信活用を検討していきた

い。

（質問）世界認定を観光に生かすことが大

切では。

→（市長職務代理者）市内全域が白山手取

川ジオパークのエリアであり、恋人の聖地

としても魅力発信している。 年度には、23
ジオの見どころであり恋人の聖地の拠点で

もある一里野温泉、獅子吼高原、松任海浜

公園を周遊する事業や する番組制作をPR
計画している。また、世界認定となれば、

その周知 も行うので、在郷町・松任のPR
魅力も発信できると考えている。

（質問）鶴来地域で観光客に人気のレンタ

、 。サイクル事業を 松任地域でも行えないか

→（観光文化スポーツ部長）松任地域内の

見どころの移動手段としてレンタサイクル
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は大変有効な手段。 年春にオープンを24
予定しているビジターセンターでは、加賀

笠間駅、西松任駅、道の駅めぐみ白山など

との利便性を検証するために、自転車の実

証実験を行う予定にしている。その結果を

踏まえて、レンタサイクルの導入を検討し

ていきたい。

（質問）世界認定は県を巻き込む良いチャ

ンス。県との連携の現状は。

→（市長職務代理者）県は、白山手取川ジ

オパーク推進協議会の構成団体。これまで

も小松空港や金沢駅での を始め、案内PR
、 。看板整備など 様々な場面で連携している

松任駅南口広場のモニュメント。

これからも連携を深めていきたい。

（質問）化石発掘での県の支援は。

→（市長職務代理者）本市単独で 年度23
からクリーニング作業など調査研究体制の

拡充を図る。また、桑島化石壁・手取層群

を調査する事業として、現在国庫補助が可

能か検討中であり、調査事業が採択され、

新たな学術成果が得られた場合には、改め

て県に支援を働きかけたい。

（質問）4年ごとの再認定に向け、松任・

美川地域の方に理解してもらうことが必

要。そのための担当課の強化が必要では。

→（観光文化スポーツ部長）現状は対応で

きているが、文化観光やインバウンドなど

新たな取り組みも必要となる。その際は体

制強化が必要と認識している。

（ ） 。質問 公用車に広告スペースを設けたら

→（市長職務代理者）自主財源の確保に向

、 。け 先進自治体における課題の検証を行う

（質問）公用車でジオパークのPRを。

（ ） 、→ 市長職務代理者 月の世界認定の後5
記念となる新たなステッカーを活用した

を検討したい。PR
（質問）市長車や副市長車で、PRを。

→（市長職務代理者）今まで、見たことが

ないが、少し検討する。

。白山手取川ジオパークの世界認定を観光推進に是非生かしてほしい

また、 度認定されれば永久に認定されるのではなく、 年ごとに再1 4
認定の審査が行われます。本市の文化や産業もジオパークの一環で

あることも広く認知され、活用されることが求められています。

（質問）防災基本条例を制定し、系統的に

施策を整え、さらに市民参加も促し、災害

に強い街を目指しては。

→（市長職務代理者）昨年 月の豪雨災害8
で、自主防災組織の重要性を再認識した。

平時からの備えとして、条例を定めておく

、 、ことは大切だが まずは地域防災力の強化

災害に強い街づくりに向けて、市内 地28
区全てにおいて自主防災組織が設立される

よう取り組みを進める。その中で、条例の

制定については、並行し先進自治体の条例

を参考に研究したい。

（質問）仮称防災センターを免震構造で建

設しては。

→（市長職務代理者）仮称防災センターは

国土交通省が定める総合耐震計画基準に定

1.5められた最も上位にあたる重要度係数

、 。 、の基準を適用し 増築する 免震構造では

事業費が大幅増額となり、工期も延長とな

る。本庁舎との接続にも技術的な課題が多

く、考えていない。

（質問）本市は森本富樫断層による地震が

高い確率で起きると想定されているが、防

災センターは大丈夫なのか。
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→（市長職務代理者）一番高い基準で建設

するので、大丈夫と考えている。

（質問）地域コミュニティーや自主防災組

織に、事業所が参加することは人手の確保

のためには必要。地域活動に積極的な事業

所を認定する制度を創設し、事業所の地域

コミュニティーへの参加を促しては。

→（企画振興部長）防災関連事業のほか、

専門分野を生かした出前講座の実施など、

地域と連携して地域コミュニティに積極的

に関わる企業が数多く見受けられる。大型

商業施設と地元住民との防災訓練などが行

われている。こうした取り組みが広がるよ

う、地域コミュニティ組織の情報交換の場

である地域づくり交流会を通して地域と地

元企業の連携を促していきたい。

認定制度については、先進事例を参考に

研究していきたい。

（質問）地元の小さな事業者が地域コミュ

ニティに参加することは防災を考えると重

要では。

→（企画振興部長）身近な事業者の方が、

日頃から積極的に地域コミュニティに参加

されると、いざまさかのときに迅速に対応

できる。そのためにも地域から企業へ呼び

かけをしていただくことが大切だ。地域コ

ミュニティ設立の中で、取り組み事例を紹

介しながら、取り組んでいきたい。

（質問）全国的に空き家の増加が問題とな

。 、っている 空き家になることを防ぐために

持ち主と相続される方が事前に話し合うこ

とが大変重要 話し合うきっかけとなる 住。 「

まいのエンディングノート」を作成し配布

しては。

→（企画振興部長）本市では、 年 月20 6
に民間事業者と締結した協定に基づき 大、「

切な方への絆ノート」を制作した 「住ま。

いのエンディングノート」は、不動産情報

に特化したもので、空き家対策には有効な

手段だが、まずは、市で作成している「大

切な方への絆ノート」が一層市民に広まる

よう周知し、その中の不動産情報欄に関し

、 、て 家族との話し合いに活用いただくよう

周知啓発に努めていきたい。

（質問）家族が集まることが多い、お盆と

お正月の時期が話し合うタイミングでは。

→（企画振興部長）効果的なタイミングを

捉えての周知や相談体制などの環境整備に

取り組んでいきたい。

（質問） 12月会議

で犯罪被害者等支

援条例が成立し、

4月 か ら 施 行 と な

る。市として支援

のための総合的な

施策を作成し、効

果的に実施する責

務が明示されてい

る。現在予定して

いる施策の内容と

実施時期は。

（ ）→ 市民生活部長

支援施策は、条例施行規則などに具体的に

規定する。実施時期は 年 月 日から23 4 1
としている。内容は犯罪被害者等の権利利

、 、益の保護 被害の軽減及び回復を図るため

遺族支援金の支給、カウンセリング費用等

の精神不調に対する支援、ヘルパー派遣費

用を始めとする家事などの支援、家賃や転

居費用等の居住の安定を図るための支援。

また、弁護士による法律相談の支援など、

犯罪被害者等に寄り添いながら必要な支援

を効果的に途切れることなく行っていく。

施行前に石川被害者サポートセンター、

金沢弁護士会、白山警察署との協定を締結

し、連携強化を図る。さらに、定期的な見

直しをし支援施策の拡充についても検討し

ていく。

（質問）明石市のような裁判の支援は行わ

ないのか。

→（市民生活部長）明石市の立替支援制度

については、加害者が民事上行うことにな

る損害賠償責任の一部を市が被害者等に立

替支給し、加害者から賠償金を回収する制

度だが、回収が難しいことが考えられる。

今後研究していきたい。

（質問）協定は結んだのか。

→（市民生活部長）今後協定を結ぶことと

している （ 月 日に協定を締結しまし。 3 24
た ）。

ご存じでしたか？絆ノート

地域コミュニティ作りが各地区で行われていますが、そこで自主防

災組織をつくることは防災には必要不可欠です。防災基本条例を制

定し、その気運を盛り上げることは重要なことです。
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（質問）県内の自治体で、給食費の無償化

が始まっている。小松市では当初予算に4

億7000万円を計上し、無償化に取り組むと

している。本市でもまずは中学校から段階

的に無償化に取り組めないか。

1 5→ 教育部長 無償化した場合 年間約（ ） 、

億 万円、中学校のみを無償化した場4000
合では約 億 万円となる。段階的であ2 300
っても、膨大な財源を恒久的に必要とする

ので、今のところ考えていない。今後、国

の動向を注視していきたい。

（質問）国は部活動の

地域移行の達成目標を

25年度末からできるだ

け早期の実現とトーン

ダウンした。子どもの

選択の保障のためにも

地域移行を是非、実現

してほしい。

→（教育長）速やかな部活動の地域移行に

努めていきたい。

（質問）仮称白山市部活動地域移行協議会

が当初予算に盛り込まれているが、今後の

予定は。

23→ 教育長 今後 国県の動向を見ながら（ ） 、

年度には協議会を開催し、本市が目指すべ

き姿、その施策を作成し、できるだけ早く

段階的に進めていきたい。

（質問）中学校での全員入部制が、地域ク

ラブへの参加の妨げになっているのでは。

見直す時期では。

→（教育長）見直しをし、 年 月から23 4
どの学校においても、必ず学校部活動に入

って活動しなければならないということは

なくなる。

（質問）部活動の顧問を管理職が教員に強

コロナ前に戻りつつあ

ります。

制することはパワハラとの認識で良いか。

→（教育長）校長が強要することがないよ

うにしてきたが、今後もパワハラと思われ

るような行為がないよう、校長会議などを

通して指導していきたい。

（質問）必ずしも、教員全員が部活動顧問

を担当しなくても良いのでは。

→（教育長）家庭の事情などで、顧問を担

当できない方がいらっしゃることはあり得

ると思っている。

（質問）当初予算に事務補助員をスクール

サポートスタッフ(以下SSSとする)とし、

増員することが盛り込まれているが、SSS

の業務内容は。

→（教育長）募集の際の業務内容は、教員

の業務のうち、児童生徒の指導に直接的に

関わらない業務を補助することとなってい

る。例として、印刷業務・教材教具制作・

採点業務・給食事務・集金業務・ホームペ

ージ作成や更新の補助である。

（質問）何をお願いして良いかわからない

と聴く。SSSの業務の周知が必要では。

→（教育長）これまでも事務取扱マニュア

ルを作成し周知してきたが、業務内容につ

いて校長会議等で周知していきたい。

（質問）教員が会計をしない体制に。

→（教育長）集金の事務処理も が行えSSS
ると考えている。

（質問）ジェンダーレス制服や水着の導入

が進んでいるが、本市でも導入を。

→（教育長）制服については、ジェンダー

レスを目的に 年度中に地元業界の方や23
との話し合いの準備を進めていきたPTA

い。ジェンダーレス水着は多くの学校で導

入しているが、全ての学校で導入されるよ

う、見直しを行っていきたい。

小松市や七尾市では学校給食の無償化に取り組んでいます。膨大な

、 。費用が恒久的に必要なため 市はなかなか決断ができないようです

、 。子育て支援のためにも 是非導入するようはたらきかけていきます

※市政へのご意見、ご要望をお寄せください。 ：２７５－０１７９TEL
： ：２７５－０９２４e-mail toshiya6537@yahoo.co.jp FAX

※「山口としや通信」は政務活動費を活用して発行しています。


